







































































































の知り得た限り、かろうじて 1942年に「心理學關係では、サルトゥル Jeann Paul Sartreと言
ふ人が夢の研究を發表してゐる」6）と串田孫一が触れているに過ぎない。
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は小説家サルトル
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」36）させ、そうす
ることで「人間存在をその存在において見透し得るように
























































































































3）　Michel CONTAT et Michel RYBALKA, Les Ecrits de Sartre: chronologie, bibliographie commentée, 
Paris, Gallimard, 1970, p. 23.
4）　三木清「神話（中）」、『思想』昭和 12年 6月號、岩波書店、70─71頁。ただし、三木はサル
トルの引用箇所を具体的には明示していないので、参考までに付記しておく。Jean-Paul 

















































































































書院、昭和 22年 7月、19─25頁、安藤孝行「唯物辯證法は革命の神話か」、『評論』昭和 24年 10
月号所収、河出書房、48─57頁などを参照されたい。











How Sartre was received in Japan: the early years
Yasuhiko MASUDA
　This paper tries to clarify how Sartre’s thoughts came to be known and studied in Japan. At the time 
they were introduced into Japan, there were two main difficulties: the subdivided organization of special 
studies in Japanese academia and the grave situation of the world during World War II.
　The introduction of Sartre into Japan began with the sketch or translation of his works. These efforts 
easily made it possible to treat the works of Sartre as a whole. An assortment of studies appeared such as 
those which discussed his thoughts on the problematic of ego based on Husserlian phenomenology, those 
which concidered his thoughts as an anthropology founded on the relationship between the self and the 
other, and those which considered him to be a man of letters tackling every kind of task important for the 
96
modern human. Each one of these studies focused on the thinker in its own characteristic way.
　However, as Sartre altered the form and content of his works, and was held in high reputation as the 
intellectual who acts, the studies on Sartre gradually began to move in another direction. They came to 
project Sartre as an existentialist in the foreground of their interpretations.
　Key Words: Jean - Paul Sartre, phenomenology and the self, anthropology, symbolism and existentialism, 





























































西暦 サルトルの作品（翻訳刊行年） 表題名／雑誌名／論者名 作品名／雑誌名 訳者名
1936 L’Imagination（1957）
1937 La Transcendance de l’ego（1957）
1938 La Nausée（1947, 51） 『壁』、自由 石川湧
「嘔気」、セルパン 関水龍


























Mort sans sepulture（1952） 「二流文学論」、改造、織田作之助 『水いらず』、世界文学 吉村道夫











1947 Situations I（1965） 「実存主義の正体」、改造、伊吹武彦 『分別盛り』、社会 堀口大学
Baudelaire（1956） 「可能性の文学」、世界文学、対談＊2 『嘔吐』、青磁社 白井浩司
Théâtre I 「サルトル観の訂正」、読売新聞、荒正
人










































1948 Situations II（1964） 「サルトルとパスカル」、理想、安井源
治






















































Entretiens sur la politique ★「現代フランス思想の展望」、展望、
M.A．
1949 ★「揺らぐフランスの重心──ペルソ
ナリズムをめぐりて──」、改造、E．
テッセ
「ハイデッガーのサルトル批判」、展望、
松本彦良
「実存主義とは何か」、新潮、R．カン
ベル
「誰れのために書くか──サルトルの
文学論──」、群像、佐藤朔
「サルトリアンは共産党の敵か」、リベ
ルテ、松尾邦之助
「サルトル論」、世界文学社、伊吹武彦
「知識人と政治──サルトルとルウセ
の立場から──」、個性、梅田晴夫
「E．ムニエのサルトル批判」、個性、
遠藤周作
「サルトルの伯林訪問」、文芸、石上玄
一郎
「サルトル、アヌイの実験的上演」、テ
アトロ、中村雅男
「唯物弁証法は革命の神話か」、評論、
安藤孝行
「永遠の文学と現代の文学──サルト
ルの 20世紀小説論──」、個性、佐藤
朔
「革命のプリズム──サルトルとマル
クス主義者──」、近代文学、花田清
輝
★「アメリカで見たフランス哲学界」、
展望、串田孫一
「労働と実存──サルトル管見──」、
立命館文学 70─72、山元一郎
1950 「ジャン・ポール・サルトル」、理想、
伊吹武彦
「誰れのために書くか」、
世界文学
伊吹武彦
「トロツキーは生きている──サルト
ル、ルカッチ論争──」、世界文学、
高田博厚
『文学の国営』、改造 白井浩司
★「実存と所有」、哲学研究、山内得
立
「汚れた手」、中央公論 白井浩司
サルトルは日本でどのように受容されたか
101
「吾々はサルトルを批判する」、世界文
学、赤岩栄
『奇妙な友情』、展望 佐藤朔
「現代フランス文学におけるニヒリズ 『エロストラート』、新 窪田啓作
ム──サルトルとカミュ──」、風雪、
佐藤朔
潮
★「フランスの最近十年間　秩序と無
秩序」、展望、特集
『自由への道〈分別ざ
かり〉上』、全集
佐藤朔、白
井浩司
「フランスにおける苦悶の哲学と文学
──サルトルとマルロー──」、理想、
淡徳三郎
『蠅』、人間 加藤道夫
「フランスにおける実存主義批判」、理
論、三宅徳嘉
『アメリカ論──その
個人主義と画一主義
──』、群像
佐藤朔
「サルトルのアメリカ批判」、書物、白
井浩司
『自由への道〈分別ざ
かり〉下』、全集
白井浩司、
佐藤朔
「サルトルのアメリカ論」、人間、加藤
周一
短編集『壁』、全集 5
★「ヒューマニズム問答」、改造、森
有正
「知識人フロントの伝統」、理想、小松
清
「フランス知識人の政治化について」、
改造、J．メルロ＝ポンティ
「実存主義問答」、改造、金子武蔵
「サルトルの作中人物」、手帖 1、伊吹
武彦
「サルトルの文学的位置」、手帖 2、佐
藤朔
「『嘔吐』について」、手帖 3、矢内原
伊作
「創作合評」、群像、座談会＊7
＊1 河合亨、荒正人、中村真一郎、佐々木基一、加藤周一、埴谷雄高
＊2 織田作之助、吉村正一郎
＊3 丹羽文雄、石川達三、伊吹武彦
＊4 中村哲、赤岩栄、加藤周一、真下信一、野間宏、松本慎一
＊5 辰野隆、市原豊太、吉村正一郎、伊吹武彦
＊6 真下信一、高桑純夫、松村一人、古在由重
＊7 中村光夫、本多秋五、三島由紀夫
参考文献：竹内芳郎、鈴木道彦編『サルトルの全体像』、ぺりかん社、1966年
　　　　　鈴木道彦、海老坂武、浦野衣子『サルトルとその時代』、人文書院、1971年
　　　　　『いま、サルトル──サルトル再入門──』、思潮社、1991年
　　　　　別冊「環」サルトル 1905─80【他者・言葉・全体性】、藤原書店、2005年
　　　　　★印はこれらの参考文献に記載されていなかった資料を指す。
